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音声についてのご案内

YouTube画面左下にある
音声バーで

音量を調整してください
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音声についてのご案内

パソコン・画面
デフォルト設定の場合

スピーカーマークを押して
音量の調整をしてください
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エネルギー
コスト
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安定的な
木材供給
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安定的な木材確保体制整備事業
地域型住宅グリーン化事業の一部

目的

木材の価格高騰・需給逼迫を踏まえ、中小工務店等による
良質な木造住宅等整備の引き続きの促進を図るため、中小
工務店、建材流通事業者、製材事業者、原木供給者など関
係事業者の連携による安定的な木材確保に向けた先導的取
組を促進する。

＜既に終わっている事業＞令和4年5月24日（火）から7月5日（火）まで
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●木材需要の予想・・・常に把握出来ている環境づくり
●消費者向けの普及啓発
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スマート林業に向けた展開

林業についての記載はこれまでとほぼ変わりません。黄色で記載しているものはこちら
で追記したポイントです。林業に限らず、「自給率」に係る分野は早期に賃金改善のて
こ入れを行う等して、働き手の確保が必要です。さらに木材需給のコントロールが何よ
りも重要で、流通事業社が担う役割も大きいものがあります。従来通りの自由設計営業
では、木材需要が見えづらく、生産効率が上がらない為、営業・販売も転換期に入った
といえそうです。
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ＧＸリーグ
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先導事業 ＧＸリーグ
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GXリーグに賛同している企業は2050年のカーボンニュートラル
に向けた2030年時点での排出削減量の目標を掲げ、それに向け
たロードマップを設計することになっています。
そしてその進捗状況を毎年公表し、実現に向けた努力を継続し
ていく形です。
万が一、削減目標に到達しない場合は、J-クレジット等の他企業
の脱炭素活動をクレジット化したものを購入して補填する等の
対応が必要になります。
この取り組みはGXリーグに参画している企業のみならず、社会
全体的に広く取り組まれていく可能性が非常に高いので、自分
たちの会社は関係ないと思わずに積極的に取り組んでいきま
しょう。現況では炭素税導入について議論が継続している段階
なので、産業競争力の観点から炭素税導入が見込まれる時期に
なってくると、企業活動により一層のGX戦略が必要になってき
ます。

自らの排出削減の取り組み
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GXリーグに参画している事業者はサプライチェーンに対して、
カーボンニュートラルに向けた排出量削減における取り組みの
支援を行っていくことが求められます。GXリーグに参画してい
ない事業者もまたこの活動は必要になっていくことが予想され
ます。
商品やサービスの原材料調達から廃棄・リサイクルに至るまで
のライフサイクル全体を通して排出される温室効果ガスの排出
量をCO2に換算して、商品やサービスに分かりやすく表示する
仕組み「カーボンフットプリント（CFP）」の取り組みなどを
通じて、価値の向上における啓蒙・意識醸成を行っていくこと
も求められていきます。

サプライチェーンでの炭素中立
に向けた取り組み
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カーボンニュートラルや環境保護の取り組みに
ついて地域社会と対話・意見交換を実施し、そ
こで得た気付きを経営に生かしていくことが求
められます。
会社自ら技術革新に取り組んで、新たな製品・
サービスを創出し、温室効果ガス削減に向けた
協働や、クレジット等によるカーボン・オフ
セット製品の市場投入を通して、グリーン市場
の拡大を推進します。

製品・サービスを通じた市場で
の取り組み
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GXリーグ参画者以外の企業も追随①
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経済社会全体の変革であるGXに期待が高まっています。
経済産業省が発表した「GXリーグ」では、意識と行動の変革を
行っていくことが求められています。企業単独で何かを成し遂
げるのではなく、産官学の連携が重要です。消費者の購買意欲
にも影響を与えていくことが示唆されています。例えば「エコ
は我慢ではなく、自らの幸福（美意識、カッコよさ）、世界へ
の貢献」に繋がるという考え方です。
2050年カーボンニュートラルに向けて、社会全体的な「意識改
革・意識変容」がキーワードになっていきそうです。この活動
は更に加速度的に進みが早くなることが予想されますので、先
にGXに向けて動き出している企業の活動にも注視しつつ、自ら
の企業活動にも反映させていくことが必要かもしれません。

GXリーグ参画者以外の企業も追随②
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脱炭素経営



※TCFDとは、G20の要請を受け、金融安定理事会（FSB）によ
り、気候関連の情報開示及び金融機関の対応をどのように行うか
を検討するため、マイケル・ブルームバーグ氏を委員長として設
立された「気候関連財務情報開示タスクフォース（Task Force on 
Climate-related Financial Disclosures）」
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SBT（Science Based Targets、科学と整合した目標設定）とは、
パリ協定の水準に整合する、企業における温室効果ガス排出削減
目標のこと。企業や投資の温暖化対策を推進している国際機関や
シンクタンクおよびNGO などが運営しているプラットフォームで
あるWMB （We Mean Business）の取り組みのひとつ。



※インターナルカーボンプライシング（ICP）
企業内部で見積もる炭素の価格であり、企業の脱炭素投資を推進
する仕組み気候変動関連目標(カーボンニュートラル
/SBT/RE100) に紐づく企業の計画策定に用いる手法として、脱炭
素推進へのインセンティブ、収益機会とリスクの特定、あるいは
投資意思決定の指針等として活用される。
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※カーボンフットプリント（CFP）
「カーボンフットプリント」とは、商品・サービスのライフサイ
クルの各過程で排出された「温室効果ガスの量」を追跡した結果、
得られた全体の量をCO2の量に換算して表示することを言います。
あ



RE100 プロジェクト は、事業活動によって生じる環境負荷を低減
させるために設立された環境イニシアチブのひとつ。事業運営に
必要なエネルギーを100%、再生可能エネルギーで賄うことを目
標とする。
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再エネ100宣言 RE Actionとは、企業、自治体、教育機関、医療機
関等の団体が使用電力を100％再生可能エネルギーに転換する意
思と行動を示し、再エネ100％利用を促進する新たな枠組みです。

主な活動内容
¸参加団体による再エネ100％宣言
¸再エネ100％実践支援
¸情報発信
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ハードル高

温室効果ガス
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フェーズ１でも触れたシナリオ分析において、リスクは「物理的リスク（自然災害等
への対応）」と「移行リスク（企業が脱炭素経営に向かう際の変化）」に分類されま
す。
温室効果ガス排出量を削減する活動は、「移行リスク」への対応になります。
脱炭素経営に向かうまでに、売上が減少してしまったり、思ったような人員配置が出
来なかったりというリスクがあります。しかし、そのリスクを通してでも将来的には
「脱炭素経営」に向かうというメリットや目標・効果等を探っていかなければなりま
せんし、対応しなければ金融リスクやサプライチェーン存続のリスク等が更に高まっ
てしまうことを考えておかなければなりません。
サプライチェーンの温室効果ガス排出量算定と排出量削減計画の策定は、上流・自
社・下流に分けて考えておくと良さそうです。会社としては、燃料の燃焼・電気の使
用として温室効果ガスの排出量を考えておくと良さそうです。
上流や下流では、製造分野と製品を活用する分野とがあります。
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現状の排出量を把握して初めて、どれだけ減らすかの目
標を立てることが可能になります。
排出量削減目標を設定する際の指標としては、科学的根
拠に基づく指標（SBT）が活用されます。なおSBTiで
は2022年7月15日から、工業化前からの世界全体の平均
気温の上昇をプラス1.5℃に抑えることを目標とするこ
とで一本化されています。

Science Based Targetsイニシアティブ（SBTi）とは企業
に対し、気候変動による世界の平均気温の上昇を、産業
革命前と比べ、1.5度に抑えるという目標に向けて、科
学的知見と整合した削減目標を設定することを推進して
います。

削減目標設定
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目標を立てるだけでは排出量は減りません。事
業拡大により、増える可能性すらあります。
やみくもな行動は、有限の資源の浪費につなが
る危険があります。

このため、「いつ、どのような対策を、どれだ
け行うのか」６W２Hの計画を立てると有効的
です。計画は、自社の未来への投資の一環とし
て、経営計画の中身とすることが重要です。

計画の策定
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計画の実行

炭素税について対応する
部署・委員会の設置が必要



Produced by Hideo Shimizu office Company Limited

日本合板商業組合

×

清水英雄事務所㈱

計画の実行
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サプライチェーン
の変化



山主

林業事業社

市場製材

製品市場

商社・流通

木材卸売業者 木材問屋

木材小売業者
木材建材

プレカット工場

問屋

地場流通・販売店・住設・木材・建材

工務店・ハウスメーカー

エンドユーザー
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工事・職人



流通事業者が直面している課題

「住まい」への
価値観・ニーズ
情報接点の理解

各プレーヤーの
強み・弱み把握

事業内容の見直し

市場・生活者への
理解

競合環境への理解
重点店への
取組差別化

生活者の価値観の変化、
SNSなどによる多種多
様な情報ツールにより

生活者の
ニーズや行動が変化

対策を取っている会社
未来に向けて

グランドデザインを
描き

人的投資への対応を
細かく検討する

ビジネス領域を拡大し
経営革新する流通と、
そうでな流通店の二極

化している

①変化 ②変化 ③変化

流通構造の変化を従え「選ばれる」営業戦略の再構築と実行が必要
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事業変革を行う意義

「人口減少」=マーケットの減少
＋

「時代の転換期」
日本の人口は、2008年をピークに総人口が減少に転じており、

人口減少時代を迎えており、
今後もマーケットが減少していくと予想される。

アナログで行っていたものは、デジタルへと移行し、業務の効
率化を図り、マーケットの変化に迅速に対応しながら、事業構
造の変革を行う事が非常に重要となってくるからである。
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課題に対してアプローチする

理想 対策 課題

メイン スキーム お困り事

01.事業継承について
02.デジタル時代に対応どうする(DX)
03. 新築市場減少の対策
04.新しいビジネス構築
05.働き方改革
06.事業の効率化を図り進める事業改革
07. コンサル営業時代へ
08.競合他社の分析
09.市場エリア分析
10.BCP対策

・消費者から選ばれる流通事業者へ
・社員が活き活きと働く会社へ
・先読みしながら対応できる流通事業者へ
・アイディアが形になる会社へ
・マーケットの変化に基づいた営業提案

・市場変革対応
・生活者のニーズや行動の変化に築けていない
・社員から残業
・休日出勤等の不満がでている
・業務のマニュアル化ができてない
・個人の差が生じてしまう
・競合他社の分析ができていない
・自社の強みを把握できていない
・先を見据えた事業構築ができていない
・環境問題や災害対策が対応しきれていない
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市場豊かな時代の延長線上

市場変革
Å法改正・省エネ基準適合義務化
Å法改正・建設業働き方改革
Å第四次産業革命
Åコロナ＆ロシア・ウクライナ
Å物流ショック
Å災害頻発・激甚化
Å相続案件増・少子高齢化
Å空き家ストック増

モノの販売
コトで売りやすくする

ワンストップサポート
住宅商品・ＺＥＨ以上

営業支援
エネルギー計算

構造計算
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「ESG」はプロセス、「SDGs」はゴール

過去

現在

永続的な
目標

外部環境と課題
（政策・技術・環境・人口 など）

■会社との関係性・対応力を重視
CSR（ Corporate Social Responsibility ）

サステナビリティ

■企業活動のプロセス全般
ESG（ Environmental,Social,Governance ）

■ステークホルダーとの価値の共有を重視
CSV（ Creating Shared Value ）

■ 2030年の目標
SDGs（ Sustainable Development Goals ）

企業活動の
アウトプット

製品・サービス、雇用、調達・取引関係、
環境負荷、納税、配当 など



ＤＸとSDGsを利用した組織改革

社内
業務・事

業

収益構造
集客

工務店 働き方 顧客

営業レス

顧客

意識が高い

年収帯は多少高
い

商品・サービス

カーボン
ニュートラル

商品やサービスは
「SDGｓ」など考えられているか

金融庁

評価する

適合性

意識が高い人は購入する

ＤＸ

SDGｓ
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脱炭素社会
カーボンニュートラル

CO2排出量と自然界の吸収量のバランスを取る

ZEH・ZEH+・LCCM住宅
カーボンゼロ住宅・省エネ５段階

再生可能エネルギー
バイオマス発電・他

自給自足・空き家再生
ストック活用・相続対策

行政施策・国策住生活産業会社 実務課題

1. 住宅商品（ZEH以上）の有無
2. デザイン・センスの有無
3. 光熱費の高騰（水道・電気・ガス）
4. 設備機器：蓄電池：現状高値の課題
5. 設備性能：自給自足住宅ノウハウ
6. ストック産業ビジネス：ノウハウ
7. 資産相談・相続相談：ノウハウ
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流通事業者
改革に向けた取組

住宅産業界の変革時代
対策は検討されていますか？

1. 事業承継・次世代を活かす・ベテラン勢も活かす
2. 社員・高齢化・・・デジタル時代対応
3. 取引先分析・後継者問題・社員の高齢化・職人の高齢

化・等の分析
4. 新築市場減少・ストック市場増大・人口減少
5. 市場エリア分析・未来市場と新住宅産業ビジネスへ
6. 高効率な業務スタイルが求められます

（働きかた改革・残業少なく・属人化をなくす・
誰でも対応できる事業スキーム）

7. 新市場開拓・御用聞きからコンサル営業時代
8. 人材育成・リカレント教育
9. 災害に強い・住まい・事業会社・施設・等のBCP事

業化が重要

対策項目
・モノウリから

コンサル営業
・働きたくなる

事業スタイル
社内改革

・属人化から
誰でもできる改革

・働き方改革
事業高効率化
残業・休める

・人材育成
時代が変わるとき
戦略も変える
マーケット変化
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流通事業社・業務改革

取引先向けの
配送基準・納材ルール
事前の確認で改革が進む

■現状どのような状況ですか？

■取引先分析
事業メリット提案

■受発注ルール化で事業改善

■有給義務化・残業なし
若い世代が働く環境は ！！
休めますか・・・？

■仕事が楽しいですか
やりがいがありますか

■DX・・・事業改革が進みます
今までの時代と違った時代
同じやり方が通用しない時代
業務改革や経営業態改革
事業スタイルの抜本的改革

営業マンが
配送を行う？

配送に
振り回される

少しの材料で配達

急ぎの配達
受発注
ルール化
がない
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住生活産業
事業会社
スタイル

市場
豊かな
時代

人口減少
市区町村
現在の半分

2040年

高度成長
期時代

SDGs
グリーン政策
脱炭素社会

環境配慮型産業事業

ストック再生事業

新ビジネスモデル
新時代に向けた
住生活産業事業社

モノ売りから
コンサル営業へ

事業改善・改革
消費者から既存取引先まで

１．事業スタイル・・改善・誰でもできる事業へ
２．経験豊富な人材はプロアドバイザーへ転向
３．仕事を作り事業改革へ
４．消費者が相談しやすいお店作り・スタジオ
５．既存取引先との連携事業・グルーピング化
６．ストック再生事業・資産活用事業
７．住宅商品化・スタイリング住宅時代
８．R/R・商品化・メニュー化・価格の見える化
９．市場分析から市場要求知り、事業につなげる

木材・建材・流通事業社・工務店・住宅会社

市場シュリンク時代に新たな事業取り組みが重要・街再生

新しい
住生活産業
事業社へ

市場
シュリンク

2020年から

新市場へ
アプローチ
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サプライチェーン
グリーンリカバリー

事業承継
人材育成

事業パートナー連携

流通事業会社が主導しながら
市場から事業を創り出す時代
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